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01 概要 <03>

01
概要
人々の働き方 が 根本的に変わりつつあります。

パンデミックによって強いられたリモートワー
クにより、リモートで従事できる多くの従業員
が好むワークスタイルとなったハイブリッドモデ
ルが誕生しました。

この新しいモデルに対する期待と需要が高まる
につれ、適応しなければ取り残されるリスクが
あるという新たな現実に、事業サイズや業種に
かかわらずすべての企業が直面しています。

経験から生まれる専門知識
キンドリルは、リモートとハイブリッドワークが
もたらす機会と障壁の両方を身をもって経験
してきました。 

IBMから分社し、2021年11月にキンドリルが
独立した企業として発足したとき、キンドリ
ルの社員はすでにリモート環境での業務遂
行とその構築に関して豊富な経験を持って
いました。それでも、私たちは会社の立ち
上げを、ワークプレースのモダナイゼーション
に向けたきっかけとして利用することにし
ました。

2022年の春までに、デジタルファーストのビ
ジョン推進とハイブリッド・ワークプレー
ス・モデルの維持のために、新たなテクノロ
ジープラットフォームへの移行を開始してい
ます。機敏な組織を組閣する上でこの活動
は、キンドリルのビジネスのあらゆる側面に
含まれるインクルーシブ、エクイティおよび
サステナビリティという価値とともに中核と
なりました。

企業がハイブリッド環境への移行、完全なリ
モートモデルの採用、またはテクノロジー資
産全体の再設計を検討している場合は、キ
ンドリルの経験を活用できます。ハイブリッ
ド・ワークプレース・モダナイゼーション実現
のため、これまでに私たちが学んだ教訓を3
つのポイントにまとめています。
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02
ポイント1. 献身的な
リーダーシップ
プロジェクトの範囲と規模に応じて、企業で
ハイブリッドワークを実現するのにかなりの
時間と労力がかかり、ほぼ確実に様々な課題
が生じることでしょう。
変革のあらゆる段階において、リーダーから
の明確な指示、ぶれないコミットメント、そし
て継続的な安心感が、従業員には必要です。

ハイブリッドまたはリモートワーク実現を
支援するデジタル変革に着手する前に、企
業のリーダーは次のことを行う必要があり
ます。

戦略的な優先事項の統合
経営陣は全社にすべてを伝えること、また
広範な事業目標に合わせたハイブリッドワー
クプレースへの要件をまとめることが必要
となります。「何をするか」を「なぜする
か」に結び付け、「どのようにするか」ま
で促すことで、変革に対する一貫したビジョ
ンと具体的な理由を提供できます。
この取りまとめによって、戦略を実行する
担当者に明確に目標を理解してもらうこと
にもつながります。

キンドリルのワークプレースモダナイゼーショ
ンは、独立した企業となるための変革と合
わせて進めることにしました。 

デジタル変革の目標と企業としての成長を
合わせると、3つの戦略的な優先事項が明
らかになりました。

– 従来のプロセスと環境を簡素化すること

– 社員とお客様のユーザー体験を充実させ
ること

– セキュリティリスクとテクノロジー運用
にかかる全体コストの削減

それぞれの達成目標がビジネスにおける必
須事項を反映しています。そのうえでキン
ドリルは、共創パートナーとして、魅力ある
企業として選ばれるテクノロジー・サービ
ス・カンパニーとなる、というより大きな
ミッションを掲げています。

あるCIOからのアドバイス

“なぜこの変革が必要か、明確に
一貫性をもってメッセージする
重要性を過小評価すべきではあ
りません。変革は経営陣から始
まりますが、あらゆる従業員が理
解し、共感する必要があります。

‒ Michael Bradshaw、 
CIO (最高情報責任者)、キンドリル
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部門やロケーションを超えた 
コラボレーション 
ワークプレース変革では、役職、部門、そし
てタイムゾーンをも横断するため、リーダー
は全社の利害関係者から意見やサポートを
求めることが重要になります。この全社的
なコラボレーションにより運用効率が向上
し、ハイブリッドワーク戦略は従業員全体に
メリットをもたらします。

キンドリルがワークプレースモダナイゼー
ションを計画した際、リーダーは実際に世界
中のあらゆる部門の担当者と協力し、リ
モートファーストの環境を支援するポリシー
と手順を確立しました。その際に次の3つ
のチームが重要な役割を果たしました。

– CIOオフィス：キンドリルのCIOオフィス
は、2021年11月に独立した企業として正
式に発足する数か月前にワークプレース
変革の計画立案を始めています。 この事
前の行動により、キンドリルのハイブリッ
ド・ワークプレース・モデルを強化するソ
リューションパートナーを選択する前
に、多数のテクノロジーベンダーを分析す
ることができました。 さまざまな実務分
野および市場のリーダーと数か月にわ
たって共同で分析に取り組んだ後、CIO
チームは3段階の全社的な変更管理計画
を発表しました。

– 人事：世界各国のワークプレースおよび
文化的な感受性を調査した後に、キンド
リルの人事部門は、キンドリル・フレキシ
ブル・ワークプレース・ポリシーを起草し
ました。このポリシーはグローバルで導
入できるよう構成され、さらにローカル
で調整するのに十分な柔軟性を備えて
います。 各国特有の状況に対応するた
め、現在各国のリーダーはこの文書をカ
スタマイズし、確立されたガイドラインの
範囲内で運用しています。

‒ 不動産建設および施設部門：キンドリル
の不動産建設およびデータセンターサー
ビスチームは、キンドリルのオフィスと施
設を管理し、すべてのロケーションにお
いて社員とお客様への一貫したオンサ
イトの体験の提供を確立しています。 こ
の施策の1つの要素として、統合ワーク
プレース管理システムと、オフィス勤務
を必要または希望する社員がワークス
ペースや会議室を一日あるいは週単位
で選択して使用できる付帯アプリケー
ションを導入しました。

これにより、状況、場所、事業部門に関係な
く、誰もがワークプレース変革に貢献するこ
とができるため、まさに理想の環境といえ
るでしょう。 社内でのサイロ化を打破し、個
人、チーム、実務分野を超えたコラボレー
ションの促進により、業務を活性化し、受容
を促し、大規模な変革を実現できます。
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コミュニケーションと称賛 
ハイブリッドワークプレース戦略を実行する
とき、経営陣はその目的を絶え間なく推進
し続ける必要があります。進捗を共有し、
成功を称え、透明性を保つことで、従業員
同士の信頼が構築され、期待感が生み出さ
れます。

キンドリル社内では、会長兼CEO (最高経営
責任者) のMartin Schroeterが、グローバル
でワークプレース変革に向けたQ&Aを行う
ライブストリームを開始しました。彼はそ
こで、キンドリルの専属テクノロジーパート
ナーの詳細と、新たなツールへの移行に向
けたタイムラインを共有しました。

コミュニケーションチームと経営陣は、Eメー
ル、ビデオ、ブログ、ニュースレター記事、お
よび毎週のイントラネット投稿を通じて、移
行に関する情報を周知し始めました。
現在、社員は3つのデジタル・コラボレーショ
ン・ハブを使い、ニュース、FAQ、ベストプラ
クティス、アプリケーションに特化した洞察
やトレーニングへのリンクを探し出すことが
できます。

ワークプレース変革への取り組みに絶え間な
く尽力し、最新情報とガイダンスを提供し、
企業全体にわたり従業員と共創すること
で、リーダーシップチームは会社の成長に合
わせて進化する持続可能なワークプレースモ
デルを確立できます。
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03
ポイント2. 適応型の
カルチャー

「企業カルチャー」という言葉は不明瞭かも
しれませんが、お客様の企業を定義できる
価値観、信念、姿勢の集合がワークプレース
変革のための強力な推進力になりえるとい
えます。特に大幅な変化のある際には、明
確で適応型のカルチャーはビジネスのあらゆ
る領域において指針を提供します。

リモートまたはハイブリッドワークを促進す
るカルチャー基盤を確立するには、次のこと
を行う必要があります。 

企業自身の価値観を定義する 
お客様の企業の使命とコアバリューから、
ハイブリッドワークへの変革を含めた戦略
的なプロジェクトを導くための理念が創り
出されます。

キンドリルは2021年に独立した企業として
事業を開始した後、世界中の社員から新た
な会社へ期待するカルチャーについてアイ
デアとフィードバックを共有するため、オン
ラインでブレインストーミングを実施しまし
た。

集められた内容から、私たちは6つのコアと
なる原則を特定し、「The Kyndryl Way 
(キンドリルウェイ)」の構成要素として掲げ
ています。お客様との共創やお客様にとっ
ての価値を高める方法やどのように自分自
身で業務を調整する方法など、私たちの活
動はすべて、これらのカルチャーによって
支えられています。

The Kyndryl Way (キンドリルウェイ)
Purpose
チームの力で、社会成長の礎となる
システムを進化させる

Mission
共創パートナーとして、魅力ある企業
として選ばれるテクノロジー・サービ
ス・カンパニーとなる

お客様やコミュニティと共創しながら、私たちは

進化する
先見性を持ち、学び、 
変革を起こすために 
常に進化する

共感する
信頼と透明性をもって
サービスを提供するために、
相手を尊重し共感する

尽力する
全員の成功のために 
尽力する

お客様と一緒に取り組むための私たちの意思決定、業務、組織のあり方

フラット
多様な人材が個性を 
発揮し責任と権限を 
持って行動する

ファスト
あらゆる局面ですばやく
シンプルな方法を見出す

フォーカス
卓越したサービスの 
提供に尽力する

https://www.kyndryl.com/us/en/about-us/values#:~:text=Our%20core%20principles,day%20by%20being%3A
https://www.kyndryl.com/us/en/about-us/values#:~:text=Our%20core%20principles,day%20by%20being%3A
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カルチャーの創出を促進する
従業員の行動が直接的もしくは間接的にで
も、自社の使命につながる際に、カルチャー
は発展します。一方で、ハイブリッドワーク
特有の物理的な分離によって、イノベーショ
ンを促進し、ビジネス変革を前進させる行動
が複雑化したり、妨げられる可能性さえあ
ります。

キンドリルが成功するかどうかは、キンドリ
ルウェイをもとに世界中の社員を団結させ
られるかにかかっています。そのため私た
ちは日々の業務を考慮しながら、カルチャー
につながるシンボル、行動、システムの強化
に向けた道筋を模索し続けています。

たとえば、「フラット」および「ファスト」
という価値の実現のために、アカウンタビリ
ティよりも承認手続きを優先するようなプ
ロセスを排除しています。承認が必須でな
い限り、これらのツールとチェックはキンド
リルのワークプレースシステムから恒久的に
除外され、お客様と最も緊密な担当者が意
思決定の権限をもつようになっています。

社内で支持者を任命する
企業カルチャーを確立する際には特に、熱
心な従業員がベストな支持者となります。 
社内で支持者を集めることが、ワークプ
レースモダナイゼーションを促進するにあた
り、どれだけの力になるか想像できるで
しょう。

私たちは熱意に満ちたカルチャーを活性化
し、キンドリルウェイを実現するため、カル
チャー・アンバサダー・ネットワークを設立
しました。ボランティアでの支持者グルー
プは現在世界で700人を超え、エグゼクティ
ブスポンサー、コアアンバサダー、インフルエ
ンサーという3つの役割で組織化されてい
ます。 

適応型の企業カルチャーの確立に、多大な
時間と資本の投資が必要であることに疑い
の余地はありません。しかし、包括的な
ワークプレースの要素がデジタル変革の戦略
に組み込まれれば、従業員とお客様はメ
リットを享受できます。

カルチャー・アンバサダー・ネットワーク

エグゼクティブスポンサー コアアンバサダー インフルエンサー

キンドリルウェイの 活 動 計 画 を
自ら実行し、各国へリーダーシッ
プとサポートを提供

カルチャーの変化に向けた実行
計画を共創および推進し、 
お客様に結びつく変化を実現

カルチャーの実現を現場レベル
で支援し、改善すべき領域を 
特定

カルチャーアンバサダーは、キンドリルウェイの推進およびローカルでの戦略やカルチャーに関連する活動に週に
数時間ほど費やします。その活動を通じて、キンドリルのカルチャーの活性化と変革を前進させる行動を推進
し続けています。
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04
ポイント3. 変革を
もたらすテクノロジー
テクノロジーはデジタル変革において主要な
要素のように見えるかもしれませんが、キン
ドリルは人をワークプレースモダナイゼー
ションの中心に位置づけています。最良の
従業員体験を生み出すデジタルファースト環
境の構築には、次のことを行う必要があり
ます。

技術的な計画を作成する
ハイブリッドワークプレース戦略を策定する
際、場所の多様性、ユーザーの趣向、そして
企業における機能がどのように従業員体験
に影響を与え、それに伴って顧客満足度や
事業パフォーマンスに影響を及ぼすかを考慮
する必要があります。従業員がどこで働く
選択をしたかに関係なく、テクノロジーとサ
ポートを提供する方法については特に注意
を払うことが重要です。

キンドリルでは、最新のワークプレースの構
築と維持に不可欠であると考えられる3つ
の要素に対応する、技術的な計画を策定し
ました。

– サポートサービス：サービスエンジニア
リングと自動化の組み合わせることで、
リモートで使用できる多くのセルフヘル
プ機能と、オフィス内でのトラブルシュー
ティングとして「Tech Bar」サービスを
提供することで、サポートシステムとプロ
グラムを合理化しています。 先回りした
問題解決、コールセンターでのコール量の
削減、従業員が自分の都合に合わせてヘ
ルプを探せるようにするといった対応
を、これらのテクノロジーによって促進
しています。

– デバイス管理：デバイス管理を強化する
ために、私たちはエバーグリーンモデルへ
の移行を進めています。この移行では、
小規模でこまめな進行形でのアップデー
トの実行を重視し、デバイスとOSをア
ジャイルに管理するアプローチを採用し
ています。 このアプローチによって、問題
解決を迅速化し、機器のダウンタイムを
最小限に抑え、さらにネットワークセキュ
リティを向上する支援をしています。

‒ 施設のモダナイゼーション：まだ設計の
初期段階にありますが、キンドリルでは、
最終的に各オフィスビルにホットデスク、
コラボレーションスペース、ウォールーム、
その他のITおよびセキュリティ設備を導入
し、社員とお客様にとって一貫した、直感
的でクリエイティブな環境を構築する予定
です。
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堅牢なアプリケーションを
選択する 
従業員に提供するデジタルツールは、個人の
パフォーマンスに大きく影響し、会社の成功
に直接的な影響を与える可能性がありま
す。 そのため適切なテクノロジーパートナー
の選択は、これまでで最も重要なビジネス上
の決定のひとつとなります。

私たちは、社員がオフィス、現場、その他の
場所のどこにいても、シームレスに業務がで
き、お客様にサービスを提供できる堅牢なコ
ラボレーションツールを提供したいと考えて
いました。キンドリルの環境において、選択
したデバイスやアプリケーションが以下の要
件で使いやすいものであることが不可欠で
した。
– 会議やブレーンストーミングのセッション

を実施できること

– チームや他の人たちとアイデアの共有や
フィードバックのやり取りができること

– 世界中の同僚、パートナー、お客様とやり
取りができること

最終的にMicrosoft365プラットフォームと
その完全に統合されたアプリケーション群
を選択し、共同作業であろうと非同期作業
であろうと、私たちのグローバルな社員の
コラボレーションとアイデア出しに最も有効
だと判断しました。私たちは新たなプラッ
トフォームへの移行を2022年に実行し、今
後も会社の成長に合わせてMicrosoft 
Azure上でITフレームワークをアップデート
し、新たなデジタル機能を構築していく予
定です。

企業全体をセキュアにする
従来のサイバーセキュリティプログラムで
は、複数の種類のサイバー攻撃に対する防
御として、さまざまなデジタルツールを採用
していました。このような断片的で事後対
応的なアプローチでは、将来の脅威を予測
する機能が制限されるだけでなく、ソー
シャルエンジニアリングや社内からの関連し
た脅威に対して脆弱なままになってしまい
ます。

アナリストベースの新たなセキュリティ手法
は、単一のサイバーイベントに対応するので
はなく、サイバー攻撃それぞれに対処するた
めに、より広範なリスク管理アプローチが組
み込まれています。 サイバー攻撃者の能力、
目的、制限を分析することで、意思決定の指
針となる脅威プロファイルを作成し、重要な
資産に対する攻撃を予防する戦略をカスタ
マイズできます。

キンドリルではこの考え方を採用し、脆弱性
に焦点を当てた防御戦略からインテリジェン
ス主導のフレームワークへと移行していま
す。これにより、以下のことが可能となって
います。

– 悪用される前に弱点がある領域を予測

– データを活用して悪意を持つ者の戦略や
テクニックを理解

– サイバーセキュリティの特定の制限に対
処するための投資を優先

– 攻撃対象となる領域を減らし、事業全体へ
のリスクを軽減

レジリエントなネットワークを構築し、絶え
間なく続くサイバー脅威に対処するという
キンドリルのミッションにとって、従来のサ
イバーセキュリティ態勢からの転換は不可
欠です。近いうちに、キンドリルの社員はこ
のプロセスの中でより大きな役割を果たす
ようになり、社内の効率を高めながら、攻
撃を事前に予測して管理し、阻止するよう
になるでしょう。

高度な対応が可能なサポートシステムや強
力なサイバーセキュリティ計画を適切なテ
クノロジーと組み合わせることで、お客様
の従業員はどこにいても、より効率的かつ
効果的に仕事ができるようになることは明
らかです。

https://www.kyndryl.com/us/en/smart-papers/9-tips-for-a-successful-microsoft-365-transformation
https://www.kyndryl.com/us/en/smart-papers/9-tips-for-a-successful-microsoft-365-transformation
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05
立ち止まることの 
ない前進
ワークプレースモダナイゼーションは旅のよ
うであり、終わりはありません。進んで着
手したか、取り組まざるをえなかったかに
かかわらず、ハイブリッドワークへのアプ
ローチはほぼ確実に進化していきます。
実際、進化させていく必要があります。

キンドリルでは、会社の成熟度に合わせて
繰り返し、これまでの過程で学んだ教訓を
お客様のために役立てています。現在進行
中のワークプレース変革に向けたキンドリル
の計画は、次のとおりです。

– ワークプレースカルチャーの再定義：
私たちはThe Kyndryl Way (キンドリル
ウェイ) によってカルチャーの基盤を確立
しましたが、この価値観をいつ、どこ
で、どのように業務に取り入れるかの定
義と再定義を続けていきます。 あらゆる
ワークプレースに関する決定や立ち上げ
るプロジェクトはすべて、一貫性をもち、
すべての人にとって公平で、最新かつ包
括的な従業員体験であり、それに貢献す
るものでなければなりません。

– 組織の多様性のサポート：
キンドリルは60カ国以上で社員を有して
いるため、さまざまな考え方や働き方に
対応できるよう、システム、プロセス、ポ
リシーを継続的にアップデートしていき
ます。 多様性の拡大およびそれに伴うス
キルや見解の集積によって、グローバルな
事業展開の拡大における新たな課題や機
会への対応を可能にします。

‒ 集団的な説明責任の促進：キンドリルの
ワークプレース変革の長期的な持続可能
性は、最初の2つの必須事項をどこまで
遵守できるかに左右されます。 導入する
テクノロジーと模範とする行動によっ
て、すべての従業員が成長の共有という
ビジョンに責任を持ちながら、目的と緊
急性をもち、業務に必要なツールを手に
入れることができます。 

最終的には最新かつ包括的なワークプレー
スの要素が、キンドリルの従業員体験の同
義語となり、社員を惹きつけ、お客様によ
り良いサービスを提供するための恒久的な
道標となることを目標としています。
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多くの企業がビジネスを展開する中で、ハ
イブリッドワークやリモートワークが中心的
な方法になりつつあるとしても、現代のよ
うなワークプレースが実現可能となるの
は、世界中の企業が再構築を進める中でよ
り大きな副産物のひとつに過ぎません。

未来を見据えた企業は、より包括性、公平
性、持続可能性を高める必要性を認識し、
時間と資本資源を投入して、これらの要素
を企業活動すべてに織り込んでいます。 
デジタルモダナイゼーションが、この変革を
伝達する手段となります。

従業員と雇用主はいずれも、このプロセス
における自らの役割を今後も再定義し続
け、ハイブリッドワークおよびリモートワー
クへの変革による興奮が冷めても、その波
及効果が長く感じられるようビジネスとカ
ルチャーの変革を先導していくことでしょ
う。

著者
Auriol Stevens、ワークプレース体験担当
バイスプレジデント、キンドリル

Dennis Perpetua、Distinguished 
Engineer兼デジタルワークプレースサービ
ス担当CTO (最高技術責任者)、キンドリル

https://www.linkedin.com/in/auriol-stevens-22479614/
https://www.linkedin.com/in/dennis-perpetua/
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キンドリルのデジタルワークプレースの変革

2020年10月

IBMのマネージド・インフラス
トラクチャー・サービス部門が
独立した企業「NewCo (新会
社)」の設立計画を発表

2022年1月

キンドリルのCEOがマイクロソフト
をデジタル変革支援に向けたテクノ
ロジーパートナーと発表

2020年11月

NewCoが経営陣の召集
と、 事業部門の設立を開始

2022年4月

Microsoft365プラットフォームへ
の移行をSharePointでのイントラ
ネット立ち上げから開始

2021年4月

NewCoがキンドリル
にブランド変更

2022年6月
既存のコラボレーションツール廃止
に着手

社内CIOチームをツールではなく
体験を中心としたものに再編成

2021年11月
キンドリルが独立した企業
として正式に発足

2022年7月
オフィスおよび座席予約
システムの立ち上げ

2021年12月

CIOオフィスが変革戦略
の 計画立案と進化を開始

2022年11月

OneIDの導入により、  
マルチシステムログイン
に向けた統合を開始
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